
東
桜
町

田
中
下
柳
町
（
市
道
梅
津
東
山
七

条
線
「
川
端
通
」よ
り
西
側
部
分
、

柳
通
よ
り
南
側
部
分
に
限
る
。）

京
都
市

左
京
区

北
之
辺
町

九
軒
町

染
殿
町

扇
町

新
夷
町

栄
町

大
猪
熊
町

真
如
堂
前
町

大
宮
町

米
屋
町

真
如
堂
突
抜
町

梶
井
町

亀
屋
町

出
水
町

真
町
袋
町

上
之
町

中
之
町

南
町

俵
屋
町

枡
屋
町

高
島
町（
市
道
鹿
ケ
谷
嵐
山
線「
丸

太
町
通
」
よ
り
北
側
部
分
に
限

る
。）

上
生
洲
町

中
御
霊
町

大
原
口
町

大
原
口
突
抜
町

吉
田
下
阿
達
町
（
市
道
梅
津
東
山

七
条
線
「
川
端
通
」
よ
り
西
側
部

分
に
限
る
。）

吉
田
河
原
町
（
市
道
梅
津
東
山
七

条
線
「
川
端
通
」
よ
り
西
側
部
分

に
限
る
。）

吉
田
上
阿
達
町
（
市
道
梅
津
東
山

七
条
線
「
川
端
通
」
よ
り
西
側
部

分
に
限
る
。）

東
丸
太
町
（
市
道
梅
津
東
山
七
条

線
「
川
端
通
」
よ
り
西
側
部
分
に

限
る
。）

聖
護
院
川
原
町
（
市
道
梅
津
東
山

七
条
線
「
川
端
通
」
よ
り
西
側
部

分
に
限
る
。）

地

域
京
都
市

右
京
区
御
室
住
吉
山
町

龍
安
寺
山
田
町

御
室
大
内
（
市
道
衣
笠
宇
多
野
線

よ
り
南
側
部
分
、
府
道
花
園
停
車

場
御
室
線
よ
り
東
側
に
限
る
。）

龍
安
寺
御
陵
ノ
下
町

龍
安
寺
住
吉
町

京
都
市

北
区

等
持
院
北
町

衣
笠
衣
笠
山
町

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含

ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な

く
と
も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路

の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に

接
す
る
交
差
点
。

五

龍
安
寺
周
辺
地
域龍

安
寺
池
ノ
下
町

龍
安
寺
衣
笠
下
町

龍
安
寺
塔
ノ
下
町

龍
安
寺
玉
津
芝
町

龍
安
寺
西
ノ
川
町
（
京
福
電
気
鉄

道
北
野
線
よ
り
北
側
部
分
に
限

る
。）

龍
安
寺
五
反
田
町

龍
安
寺
斎
宮
町

龍
安
寺
朱
山

御
室
竪
町
（
府
道
銀
閣
寺
宇
多
野

線
よ
り
北
側
部
分
に
限
る
。）

谷
口
円
成
寺
町
（
府
道
銀
閣
寺
宇

多
野
線
よ
り
北
側
部
分
に
限
る
。）

花
園
円
成
寺
町
（
府
道
銀
閣
寺
宇

多
野
線
よ
り
北
側
部
分
に
限
る
。）

花
園
天
授
ヶ
岡
町
（
府
道
銀
閣
寺

宇
多
野
線
よ
り
北
側
部
分
に
限

る
。）

期

間
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
八
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で

下
鴨
宮
河
町
（
下
鴨
西
通
よ
り
西

側
部
分
、
市
道
柳
通
よ
り
南
側
部

分
に
限
る
。）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含

ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な

く
と
も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路

の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に

接
す
る
交
差
点
。

一

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数
別
の
隻
数

船

舶

の

総

ト

ン

数

別

の

区

分

隻

数

次
に
掲
げ
る
船
舶

一

旧
ト
ン
数
適
用
船
舶
で
あ
っ
て
四
十
八
ト
ン
未
満
の
も
の

九

二

旧
ト
ン
数
適
用
船
舶
以
外
の
船
舶
で
あ
っ
て
四
十
ト
ン
未
満
の
も
の

備
考

旧
ト
ン
数
適
用
船
舶
と
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
七
日
以
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ

た
船
舶
（
同
月
十
八
日
以
降
に
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）

附
則
第
三
条
第
一
項
の
特
定
修
繕
が
行
わ
れ
た
船
舶
を
除
く
。）を
い
う
。

平成™š年˜™月˜�日 金曜日 第œ�—™号官 報

〇
国
税
庁
告
示
第
三
十
三
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
第
三

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
庁
の
保
有
す
る
行
政

文
書
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て

現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る
件
（
平
成

十
三
年
国
税
庁
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
税
庁
長
官

川
北

力

八
雲
税
務
署
の
項
中
「
出
雲
町
六
十
番
地
」
を
「
相
生

町
百
八
番
地
八
」
に
改
め
、
大
船
渡
税
務
署
の
項
中
「
下

館
下
七
番
地
二
十
二
」
を
「
宇
津
野
沢
八
番
地
一
」
に
改

め
、
米
沢
税
務
署
の
項
中
「
九
号
」
を
「
五
号
」に
改
め
、

須
賀
川
税
務
署
の
項
中
「
九
十
六
番
地
」
を
「
五
十
九
番

地
の
二
十
五
」
に
改
め
、
宇
都
宮
税
務
署
の
項
中
「
昭
和

二
丁
目
一
番
七
号
」
を
「
本
町
十
番
六
号
」
に
改
め
、
長

岡
税
務
署
の
項
中
「
南
町
三
丁
目
九
番
一
号
」
を
「
千
歳

一
丁
目
三
番
八
十
八
号
」
に
改
め
、
大
森
税
務
署
の
項
中

「
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
十
六
番
二
号

大
森
ベ
ル

ポ
ー
ト
Ｂ
館
」
を
「
大
田
区
中
央
七
丁
目
四
番
十
八
号
」

に
改
め
、
西
条
税
務
署
の
項
中
「
栄
町
七
番
六
十
四
号
」

を
「
昭
和
町
十
六
番
八
号
」
に
改
め
、
高
知
税
務
署
の
項

中
「
本
町
五
丁
目
六
番
十
五
号
」
を
「
栄
田
町
二
丁
目
二

番
十
号
」
に
改
め
、
若
松
税
務
署
の
項
中
「
白
山
一
丁
目

二
番
三
号
」
を
「
本
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号
」
に
改
め

る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
三
十
四
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
十

八
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
庁
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事

務
所
に
お
い
て
現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定

め
る
件
（
平
成
十
七
年
国
税
庁
告
示
第
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
税
庁
長
官

川
北

力

八
雲
税
務
署
の
項
中
「
出
雲
町
六
十
番
地
」
を
「
相
生

町
百
八
番
地
八
」
に
改
め
、
大
船
渡
税
務
署
の
項
中
「
下

館
下
七
番
地
二
十
二
」
を
「
宇
津
野
沢
八
番
地
一
」
に
改

め
、
米
沢
税
務
署
の
項
中
「
九
号
」
を
「
五
号
」に
改
め
、

須
賀
川
税
務
署
の
項
中
「
九
十
六
番
地
」
を
「
五
十
九
番

地
の
二
十
五
」
に
改
め
、
宇
都
宮
税
務
署
の
項
中
「
昭
和

二
丁
目
一
番
七
号
」
を
「
本
町
十
番
六
号
」
に
改
め
、
長

岡
税
務
署
の
項
中
「
南
町
三
丁
目
九
番
一
号
」
を
「
千
歳

一
丁
目
三
番
八
十
八
号
」
に
改
め
、
大
森
税
務
署
の
項
中

「
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
十
六
番
二
号

大
森
ベ
ル

ポ
ー
ト
Ｂ
館
」
を
「
大
田
区
中
央
七
丁
目
四
番
十
八
号
」

に
改
め
、
西
条
税
務
署
の
項
中
「
栄
町
七
番
六
十
四
号
」

を
「
昭
和
町
十
六
番
八
号
」
に
改
め
、
高
知
税
務
署
の
項

中
「
本
町
五
丁
目
六
番
十
五
号
」
を
「
栄
田
町
二
丁
目
二

番
十
号
」
に
改
め
、
若
松
税
務
署
の
項
中
「
白
山
一
丁
目

二
番
三
号
」
を
「
本
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号
」
に
改
め

る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
八
十
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、小
型
捕
鯨
業
に
つ
き
、

そ
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数
別
の
隻
数
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

œ
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